
④

⑥

③

⑤

②

委員会トピックス

○定例会の一部の映像の試験配信を継続中！　YouTubeでご視聴いただけます。
配信期間：令和８年６月９日まで
配信内容：令和８年第１回定例会の議案説明、一般質問
視聴方法：右の二次元コードや、以下のＵＲＬからご覧いただけます。
（ＵＲＬ）　・議案説明→https://youtu.be/6V1yJkiDv7U
　　　　　・議員報告→https://youtu.be/uA-1XGf4QmA　

〈New 公開範囲を拡大しました！〉
　　　　　・一般質問→https://youtu.be/Ogsgz9GbRSY

令和７年は役場１階に設置した意見箱に５件の
ご意見を頂きました。
「中心部に出るのは難しい」
とのお声を受け、新たに
他の場所への設置を
検討します。

令和７年11月に実施した議会アンケートでは、
「議会の情報が伝わらない」といったご意見を
多くいただきました。
議会だよりやＳＮＳでの情報発信に加え、ポス
ターを作成し町内各施設へ掲示を依頼するなど、
これまで情報が届きにくかった方にも広くお伝
えできるよう取り組みます。

かたるべサロンへ足を運ぶことが難しい方のた
めに、オンラインでの開催を検討しております。
まずは試験的な開催からスタートします。

昨年に引き続き、常任委員会の実施に合わせて
年に４回実施します。
次の開催日は、
７月18日土曜日　18時〜19時30分
みらいえ研修室　です。
第３回は10月17日、第４回目は１月16日に、
いずれも同時間、同会場で開催予定です。

お手元のスマートフォンや
パソコンから、24時間いつでも
ご意見をお寄せいただけます。
こちらのバーコードを読み取り、
アンケートフォームからご記入
ください。

「農村地域の声を聞いてほしい」とのご要望を
受け、現在、開催方法を検討しています。
開催が決まりましたら、ぜひ足をお運びくださ
い。

広 報 広 聴 常 任 委 員 会

新十津川町議会〜令和８年度の広聴活動計画〜

〈拡大〉アナログ意見箱の設置

〈新規〉掲示物を活用した情報発信

オンライン型かたるべサロンを開催
します

〈継続〉かたるべサロンの開催

〈継続〉議会ほっとライン

〈検討中〉出張型「かたるべサロン」の
開催

①

　町議会では、町民の皆さんの声をより身近に、より気軽に届けていただくための活動を行ってきました。
　令和８年度はより力を入れて６つの取り組みを実施していきます。

議員報告議案説明 一般質問
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総 務 民 生 常 任 委 員 会

「本町における地球温暖化対策実行計画とは？」 

経 済 文 教 常 任 委 員 会

水道基本料金の免除　始まる

委員会トピックス

二次元コードを 読み込むことで、各種動画の
視聴や、ＳＮＳ、 インターネットの所定のペー
ジに、簡単にア クセスすることができます。

委員会トピックス

報告事項①　「新十津川町地球温暖化対策実行計画（区域施
策編）に基づく令和８年度の取組について」

　令和５年に策定した計画で掲げる2030年度温室効果ガス
の削減目標の達成に向け、令和８年度に取り組む内容が成
果指標と目標値とともに報告された。主なものとして「公
共施設等への再生可能エネルギー導入促進」に向け新技術
も含めた検討や、「家庭ごみの減量化・資源化の推進」に
向けて資源ごみ学習会の開催と分別・資源化の動画配信を
職員の作成で行う予定があること、「資源の循環につなが
る活動の促進」に向け、各行政区での衣類回収事業を今年
度も継続し支援していくことなどが報告された。

報告事項②　「こども家庭センターの設置について」
　令和８年４月１日から「こども家庭センター」を設置す
ることが報告された。職員の体制は保健福祉課長をセンター
長とし、保健師資格を有する「統括支援員」（会計年度任
用職員）を１名配置することなど説明があった。統括支援
員の役割は母子保健ならびに児童福祉両機能の実務におい
て、リーダーシップをとり業務マネジメントを行うことが
求められるとのこと。設置場所は「ゆめりあ」で開設時間
は平日の午前８時45分から午後５時30分まで（祝日・年末
年始除く）とし、利用対象者は町内に住所がある全ての妊
産婦や子ども・保護者で、「役場での子育て相談会の開催」
や「サポートプランの作成」などの業務を行うことが報告
された。

調査事項　「そっち岳スキー場リフト制御装置等の改修に
ついて」

　実際にスキー場のリフトを確認しながら説明を受けた。
　使用していたリフトの制御装置の部品の製造終了に伴い、
今後の整備が困難になることから、現在主流となっている
方式の制御装置への改修を実施した。契約金額は１億2540
万円であった。
　リフト制御装置は、リフトの減速や停止など、安全に稼
働させるための装置であり、利用客の安全確保に必要な改
修であった。また、制御方式の変更に伴い、緊急停止の際
もリフトの揺れを若干抑えながら停止することができると
のことだった。

報告事項③　「令和８年度から始まる予防接種について」
　現状用いられている標準量ワクチンの４倍の抗原を含み、よ
り強い免疫応答を誘導する「高用量インフルエンザワクチン」
が令和８年度から始まることについて説明があった。接種対象
者は７５歳以上の町民で、毎年度１回0.7ｍｌを筋肉内に注射する。
自己負担額は標準の２倍の2千円となる。また、「ＲＳウイル
スワクチンの定期接種化」についても報告があった。これは、
新生児および乳児におけるＲＳウイルス感染の予防に寄与する
ワクチンを定期接種に用いるワクチンとして位置づけ、対象者
は妊娠28週から37週に至る妊婦とし、妊娠ごとに１回0.5ｍｌを
筋肉内に注射する。自己負担額は無料で、令和８年４月１日か
ら、妊娠中期面談時（24週から27週）に個別で説明を行うほか、
町ＨＰやＬＩＮＥ、広報や防災無線で周知する。

報告事項④　「企業等との連携協定の状況について」
　自治体と民間事業所や団体等との連携協定は相互が
協力し、地域の課題解決や活性化を図ることを目的と
して、協力内容等を書面等により締結するもの。主な
類型として「町づくり、包括、見守り等に関する協定
（11件）」、「防災・災害対策に関する協定（33件）」、「新
十津川町応援大使（さだまさし氏）（１件）」があり、
締結状況（令和８年２月16日現在）の合計で45件があ
る。また、防災に関し、令和８年２月に北海道大学広
域複合災害研究センターと「広域複合災害の被害軽減
に向けた取り組みに関する連携協力協定書」を締結す
る予定との説明があった。

報告事項②　「令和７年度除排雪の状況について」
　降雪状況や除排雪の状況のほか、除雪連絡協議会の取り
組み結果について説明を受けた。
【青葉区民有空き地の堆雪利用実証実験結果】
　交差点の除雪のために活用したことで、交差点の幅を広
くできたほか、オペレーターの労力も軽減された。雪が多
い場合も一時的に堆雪することができるので便利であった
とのことだった。この取り組みは、除雪連絡協議会に結果
を報告したうえで、各区の空き地情報をもらい継続できれ
ば、と考えているとのことだった。
【啓発活動の効果】
　雪が少なかったこともあってか、例年に比べ除雪の苦情
や道路への雪出しが少なかったとのことだった。

報告事項③　「農林産物加工センターの今後のあり方につ
いて」

　学園地区にある「農林産物加工センター」は、町内の山
菜類の活用や規格外農産物の加工による農家所得の安定、
地域の雇用創出、特産品開発を目指し、その波及効果によ
り地域振興を図ることを目的に設置されていた。
　しかし、町内の求職者や規格外農産物加工の減少、収支
状況の悪化など、設置目的に沿わない状況が続いており、
施設設備の老朽化も進んでいることから、施設のあり方を
見直し、令和８年度限りで加工センターを廃止する方針と
なったことが説明された。

　そっち岳スキー場は利用者の安全のためにしっかりと整備されています。令和８年度はＬＥＤ化も予定されています
のでより多くの皆様のご利用をお待ちしております。
　このほか、令和８年度の工事計画についての説明があり、スポーツセンターの暖房設備の改修や、消防団第３・第４
分団詰所の建設、道路整備など、合計で３８本の工事が予定されていました。工事の影響で施設が利用できない時期もあ
るかと思いますが、安全安心の暮らしを整えるため、ご理解とご協力をお願いします。

　今回の委員会では、全部で15件の報告事項がありました。その中で総務課から「使用料等の改定方針について」報告
があり、令和９年度から２年間について激変緩和料金を設定し、現在料金の1.25倍を上限にした値上げ後に、令和11年
度より現在料金の1.5倍を上限とした改定料金としたいとのことでした。こちらについては、住民や施設利用者に丁寧
な説明をした上で執り進める方針で、４月14日に住民説明会が開催されました。

＜Topic＞ ＜Topic＞

常任委員会（２月24日開催）常任委員会（２月25日開催）

報告事項①　「物価高騰に係る生活支援事業について」
　国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、
水道料金の支援を実施する。
　上水道を契約している方は、４月検針分から令和９年１
月検針分までの水道基本料金が免除される。対象は、一般
家庭や事業所等の給水契約者であり、官公庁の施設は一部
を除き対象外。申請などの手続きは不要である。
　また、上水道を使用しない世帯や事業者には、地下水を
汲み上げる電気代相当分の支援として、１万円分のとくとっ
ぷポイントが支給される。こちらの場合は役場建設課に申
請する必要がある。対象の方は忘れずに申し込むよう注意
願う。
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